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商
工
会
役
員
功
労
表
彰

　

瀧　
　
　

淳　
（
鳥
取
市
西
）

　

田
中　

敦
志　
（
鳥
取
市
西
）

　

小
原　

良
庸　
（
八
頭
町
）

　

川
上　

和
彦　
（
若
桜
町
）

　

小
椋　

進
司　
（
智
頭
町
）

　

藤
原　

博
文　
（
三
朝
町
）

　

吉
田　
　

治　
（
三
朝
町
）　

　

宇
田
川
佳
郎　
（
琴
浦
町
）

　

伊
澤　

大
介　
（
大
山
町
）

　

足
羽　

正
雄　
（
伯
耆
町
）

　

加
門　

孝
則　
（
伯
耆
町
）

　

田
邊　

秀
幸　
（
日
野
町
）

　

原
明　

幸
路　
（
日
野
町
）

　

近
藤
登
志
夫　
（
日
野
町
）

　

藤
田　

善
久　
（
江
府
町
）

商

工

会

優

良

職

員

　

松
浦
真
奈
美　
（
米
子
日
吉
津
商
工
会
）

　

白
岩　

英
俊　
（
東
部
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

５
月
27
日
（
水
）、
令
和
８
年
度
通
常
総
会
を
ホ

テ
ル
モ
ナ
ー
ク
鳥
取
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
は
、
馬
野
県
連
合
会
長
が
「
商
工

会
の
存
在
意
義
を
高
め
つ
つ
、
会
員
事
業
所
お
よ
び

商
工
会
職
員
は
、
商
工
会
に
所
属
す
る
こ
と
に
愛
着

や
誇
り
に
思
い
、
地
域
経
済
の
発
展
と
い
う
共
通
目

標
に
積
極
的
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
、
ま
さ
に
商
工

会
プ
ラ
イ
ド
と
呼
ぶ
べ
き
環
境
を
醸
成
す
る
。
個
社

支
援
と
同
時
に
、
各
商
工
会
の
地
域
振
興
も
併
せ
今

後
に
向
け
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
我
々
商
工
会
が
、

会
員
の
皆
様
や
各
地
域
で
お
役
に
立
て
る
団
体
と
し

て
真
価
を
発
揮
で
き
る
の
か
、
こ
の
数
年
は
大
事
な

道
筋
と
と
ら
え
運
営
し
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
表
彰
状
の
伝
達
・
授
与
が
あ
り
、
馬
野
会

長
よ
り
該
当
の
商
工
会
長
に
対
し
授
与
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
被
表
彰
者
は
下
記
の
と
お
り
）

　

そ
の
後
、
議
事
に
移
り
議
長
に
山
根
会
長
（
大
山

町
）
を
選
任
し
、
令
和
７
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
な
ど
８
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

役
員
辞
任
に
伴
う
役
員
選
任
で
は
、
監
事
に
智
頭
町

の
德
永
起
宏
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
共
済
純
増
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

商
工
会
目
標
口
数
達
成
表
彰

　

三
朝
町
商
工
会

　

日
南
町
商
工
会

自

動

車

共

済

目
標
達
成
率
表
彰

　

智
頭
町
商
工
会

鳥
取
県
商
工
会
会
員

加
入
推
進
表
彰

　

第
一
位　

江
府
町
商
工
会

　

第
二
位　

三
朝
町
商
工
会

　

第
二
位　

北
栄
町
商
工
会

鳥
取
県
商
工
会
青
年
部

部
員
増
強
推
進
表
彰

　

第
一
位　

北
栄
町
商
工
会

　

第
二
位　

日
野
町
商
工
会

　

第
三
位　

若
桜
町
商
工
会

　

第
四
位　

三
朝
町
商
工
会

令和８年度令和８年度

鳥取県商工会連合会鳥取県商工会連合会
通常総会通常総会

会員加入推進表彰 共済表彰

福
祉
共
済
大
口
加
入
者

　

株
式
会
社
共
栄
組　
　
（
北
栄
町
）

自
動
車
共
済
大
口
加
入
者

　

有
限
会
社
丸
芳
商
工　
（
八
頭
町
）

商
工
貯
蓄
共
済
加
入
推
進
貢
献
者

　

石
上　

明
雄　
　
　
　
（
南
部
町
）

福
祉
共
済
加
入
推
進
貢
献
者

　

福
田　

茂
樹　
　
　
　
（
三
朝
町
）

　

田
宮　

昭
彦　
　
　
　
（
大
山
町
）

　

白
石　

耕
路　
　
　
　
（
江
府
町
）

自
動
車
共
済
加
入
推
進
貢
献
者

　

小
山　

由
香　
　
（
八
頭
町
）

　

小
嶋　

一
成　
　
（
若
桜
町
）

　

谷
口　

美
久　
　
（
智
頭
町
）

　

一
般
社
団
法
人
お
助
け
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
心
結

　
　
　
　
　
　
　
　
（
湯
梨
浜
町
）

　

福
田　

茂
樹　
　
（
三
朝
町
）

　

田
中　
　

泉　
　
（
日
南
町
）

　

川
端　

雄
勇　
　
（
江
府
町
）

会

長

退

任

の

感

謝

状

　

中
村　

正
直　
　
（
智
頭
町
商
工
会
前
会
長
）

新任役員紹介

県連合会監事

德
とく

永
なが

　起
たつ

宏
ひろ

（智頭町商工会長）

表　
　
　

彰

感　

謝　

状
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県
青
連
通
常
総
会
を
開
催

　

鳥
取
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
通
常
総
会

が
４
月
28
日
（
火
）、ホ
テ
ル
モ
ナ
ー
ク
鳥
取
（
鳥

取
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告
及

び
決
算
報
告
、
令
和
８
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
案
等
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
報
告
で
は
県
青
連

役
員
で
構
成
す
る
「
総
務
委
員
会
」、「
組
織
委

員
会
」、「
研
修
委
員
会
」
各
委
員
会
の
企
画
・

運
営
に
よ
り
実
施
し
た
情
報
発
信
、
部
員
増
強
、

研
修
会
等
に
つ
い
て
報
告
と
新
年
度
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
通
常
総
会
の
冒
頭
で
は
部
員
増
強
運

動
に
つ
い
て
の
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
、
６
青
年

部
が
表
彰
を
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
青

年
部
長
か
ら
増
強
に
向
け
た
取
組
内
容
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、「
新
た
に
起
業
し
た
事
業
所
を

対
象
と
し
た
声
掛
け
」
等
の
部
員
増
強
活
動
に

よ
っ
て
成
果
を
上
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
情
報
共

有
を
図
り
ま
し
た
。

被
表
彰
青
年
部
（
部
員
増
加
率
）

北
栄
町
商
工
会
青
年
部

（
１
７
５
％
）

日
野
町
商
工
会
青
年
部

（
１
６
７
％
）

若
桜
町
商
工
会
青
年
部

（
１
５
０
％
）

三
朝
町
商
工
会
青
年
部

（
１
２
９
％
）

南
部
町
商
工
会
青
年
部

（
１
１
３
％
）

日
南
町
商
工
会
青
年
部

（
１
１
３
％
）

　

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
地
域
の
た
め
に
」
を

基
に
、
青
年
部
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
ら
の
地

域
の
経
営
者
・
後
継
者
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、

資
質
向
上
に
向
け
た
事
業
を
実
施
し
、
外
部
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
人
材
育
成
、
地
域
経
済
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

資
質
向
上
研
修
会

２
０
２
６
年
、
こ
れ
か
ら
の
AI
と
仕
事
の
話

～
デ
ジ
タ
ル
が
苦
手
な
人
の
た
め
の
、

新
し
い
発
見
～

　

通
常
総
会
と
同
日
に
開
催
し
た
資
質
向
上
研

修
会
で
は
、
株
式
会
社
R
e
o
l
d
o
（
米
子

市
）
代
表
取
締
役
の
桂
藤
陽
子
氏
を
講
師
に
招

き
、
自
社
の
業
務
効
率
化
を
進
め
る
た
め
の
AI
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
ら
が
運
営
す
る
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
事

業
を
実
例
と
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
に
使
用
す
る

AI
や
、
顧
客
管
理
に
必
要
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
等
、
様
々
な
業
種
で
業
務
の
効
率
化
を
図
る

具
体
的
な
ツ
ー
ル
の
紹
介
・
活
用
方
法
の
説
明

等
が
あ
り
、
参
加
し
た
青
年
部
員
も
興
味
深
く

受
講
し
、「
自
身
の
事
業
に
繋
げ
た
い
」
等
、
反

響
が
多
く
、
参
加
者
の
AI
活
用
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
が
期
待
で
き
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

県
女
性
連
通
常
総
会
・

主
張
発
表
会　
ｉｎ 

ゆ
の
宿
彩
香

　

４
月
22
日
（
水
）、ゆ
の
宿
彩
香
（
湯
梨
浜
町
）

に
て
鳥
取
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の
通
常
総

会
・
主
張
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、令
和
７
年
度
事
業
報
告
や

令
和
８
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

部
員
間
の
交
流
促
進
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
県
版
お
も
て
な
し
交
流
事
業
」に
つ
い
て
は
、

県
下
18
商
工
会
10
件
の「
お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
」

の
登
録
と
、４
回
の「
県
版
お
も
て
な
し
交
流
事

業
助
成
金
制
度
」の
利
用
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
４

Ｒ
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
県
下
18
商
工
会
延
べ

１
，
０
５
２
名
が
、
生
ご
み
減
量
化
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収
、
マ
イ
ボ
ト
ル
宣
言
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
に
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
空
き

ケ
ー
ス
回
収
の
事
業
が
加
わ
り
ま
す
。
使
い
捨

て
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
空
き
ケ
ー
ス
を
回
収

し
、
再
資
源
化
す
る
こ
と
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
と

CO₂
排
出
量
の
削
減
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

主
張
発
表
会
で
は
、
荒
尾
純
子
さ
ん
（
鳥
取

市
西
）
が
「
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
～
女
性

部
活
動　

今
思
う
こ
と
・
そ
し
て
こ
れ
か
ら
～
」

を
テ
ー
マ
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
外
か
ら
鳥
取
県
へ
移
住
さ
れ
た
荒
尾
さ
ん

は
、
歴
史
の
町
で
あ
る
鳥
取
市
西
商
工
会
地
区

で
映
画
塾
な
ど
を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
表
を
聞
い
た
女
性
部
員
か
ら
は
、「
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
補
助
金
」
を
利
用
し
て
活

動
す
る
姿
に
魅
力
を
感
じ
た
と
い
う
声
が
あ
が

る
な
ど
、
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

荒
尾
さ
ん
は
、
９
月
２
日
（
水
）
に
香
川
県

高
松
市
に
て
開
催
の
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
交

流
会
で
行
わ
れ
る
大
会
で
、
鳥
取
県
代
表
と
し

て
発
表
さ
れ
ま
す
。

 　

ま
た
、10
月
27
日
（
火
）
に
東
京
都
で
青
年
部
・

女
性
部
全
国
組
織
化
60
周
年
記
念
式
典
・
大
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
60
周
年
と
い
う
節
目
を
契
機

に
主
張
発
表
や
講
演
会
、
視
察
研
修
を
通
じ
て

沢
山
の
刺
激
と
知
見
を
持
ち
帰
り
、
今
後
の
鳥

取
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
が
よ
り
活
気
あ
ふ

れ
る
活
動
を
し
て
い
け
る
よ
う
実
り
あ
る
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青　年　部

女　性　部

研修会で AI 活用について
説明する桂藤氏

青木県女性連会長の挨拶で開会

主張発表会出席者での集合写真

部員増強について表彰状を授与
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鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
「
生
産
性
向
上
支
援
セ
ン
タ
ー
」

キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

～
労
働
生
産
性
向
上
を
伴
走
支
援
～

　

鳥
取
県
商
工
会
連
合
会
が
国
か
ら
事
業
受
託（
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
支
援

事
業
）
し
て
い
る
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
は
、

鳥
取
県
商
工
会
連
合
会
・
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
・
中
国
経
済
産
業
局
の
主
催
に
よ
る
、
令
和
８
年

４
月
に
全
国
に
開
設
さ
れ
た
「
生
産
性
向
上
支
援

セ
ン
タ
ー
」
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
参
加
者

１
２
８
人
）
を
４
月
23
日
（
木
）
に
と
り
ぎ
ん
文

化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

経
済
産
業
大
臣
の
赤
澤
亮
正
氏
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

を
は
じ
め
、来
賓
に
は
県
議
会
議
長
の
福
田
俊
史
氏・

県
商
工
労
働
部
長
の
佐
々
木
徹
氏
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
馬
野
会
長
が
、「
省
力
化
や
効

率
化
に
よ
る
労
働
生
産
性
向
上
が
当
セ
ン
タ
ー
の
使

命
で
あ
る
」
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
基
調
講
演

で
は
、「
労
働
生
産
性
向
上
と
生
産
性
向
上
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
の
期
待
」
と
題
し
て
佐
々
木
商
工
労
働
部

長
が
、「
県
内
外
の
生
産
性
を
比
較
す
る
と
、
平
均

値
で
は
差
が
み
ら
れ
る
が
、
エ
リ
ア
や
業
種
ご
と
に

見
れ
ば
遜
色
な
い
分
野
も
存
在
し
て
お
り
、
生
産
性

向
上
へ
の
取
組
に
つ
い
て
、
十
分
に
可
能
性
が
あ
る
」

と
講
演
。

　

続
い
て
㈱
ヘ
イ
セ
イ
食
品
事
業
部
部
長
の
原
美
香

氏
に
「
少
人
数
だ
か
ら
出
来
る
こ
と
」
と
題
し
て
、

「
ま
ず
は
、
①
自
社
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
②
課

題
解
決
に
つ
い
て
職
場
内
で
話
し
合
っ
て
み
る
（
課

題
の
共
有
化
・
可
視
化
）
③
試
し
て
み
る
④
引
き
算

も
重
要
」
と
労
働
生
産
性
向
上
へ
の
実
践
的
な
取

組
み
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
チ
ー
フ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
―
の
田
原
明
夫
氏
が
、
鳥
取
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
を
紹
介
し
、
現
在
、
支
援
活
動
中
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
生
産

性
向
上
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
業
務

改
善
効
果
に
つ
い
て
紹
介
。
ま
た
当
セ
ン
タ
ー
の
統

括
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
青
木
博
之
氏
が
、「
従
来
、

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
が
付
加
価
値
向
上
（
分
子
）
や

経
営
改
善
を
中
心
に
支
援
し
て
き
た
の
に
対
し
、
当

セ
ン
タ
ー
は
労
働
投
入
量
（
分
母
）
の
改
善
に
軸

足
を
置
き
、
支
援
内
容
は
、
５
S
に
よ
る
現
場
改

善
か
ら
自
動
化
ま
で
幅
広
く
、
無
料
で
訪
問
型
支

援
体
制
を
と
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
企
業
と
共
に
課

題
を
掘
り
起
こ
し
、
各
サ
ポ
ー
タ
ー
が
持
つ
幅
広
い

知
見
を
活
か
し
、
省
力
化
や
業
務
効
率
化
を
具
体

的
な
改
善
に
繋
げ
、
実
行
段
階
ま
で
伴
走
す
る
」

と
事
業
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

閉
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
中
国
経
済
産
業

局
長
の
林
揚
哲
氏
が
、「
AI
や
機
械
化
（
自
動
化
）

と
い
っ
た
手
段
が
先
行
す
る
と
失
敗
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。
㈱
ヘ
イ
セ
イ
の
取
組
み
を
参
考
に
、
ま
ず
は

企
業
の
課
題
を
抽
出
し
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
す

る
こ
と
で
、
適
切
な
改
善
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
伴
走
役
と
し
て
生
産
性
向
上
支
援

セ
ン
タ
ー
に
期
待
し
て
い
る
」
と
締
め
く
く
り
閉
会

し
ま
し
た
。

生産性向上支援センターを紹介する
青木統括サポーター
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
会
員
事
業
者
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
伴
走
支
援
し
需
要
開
拓
に
つ
な
が
っ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

積
極
的
な
設
備
投
資
で
、

　
　
多
様
な
業
務
を
効
率
よ
く

有限会社 河本建設／三朝町商工会
住所 鳥取県倉吉市秋喜 485-1

TEL 0858-28-3452
　

倉
吉
市
の
有
限
会
社
河
本
建
設
は
、
建
物
の
解
体

や
産
廃
処
理
な
ど
、
幅
広
い
業
務
を
手
掛
け
る
。
多

様
な
現
場
に
合
わ
せ
て
設
備
を
揃
え
、
効
率
よ
く
対

応
。
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
、
働
き
手
不
足
が
続

く
中
で
、
順
調
に
社
員
数
を
増
や
し
て
い
る
。

自
社
で
リ
サ
イ
ク
ル
も
最
終
処
分
も

　

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
に
「
河
本
建
築
」
と
し

て
創
業
。
１
９
８
９（
平
成
元
）年
に
有
限
会
社
と
し
、

現
在
の
社
名
に
な
っ
た
。

　

解
体
は
、
資
格
が
必
要
な
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
建

物
も
扱
う
。
建
築
、
土
木
分
野
で
は
、
地
域
の
生
活

を
支
え
る
公
共
工
事
や
、
住
宅
の
宅
地
造
成
、
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
も
。
不
動
産
の
仲
介
や
、
冬
の
除
雪

作
業
も
行
う
。

　

さ
ら
に
、
産
廃
処
理
業
の
許
可
を
持
ち
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
な
ど
の
中
間
処
理
施
設
と
、
建
築
資
材
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
を
保
有
す
る
。
廃
材
を
自
社
で
適

正
に
処
理
で
き
る
こ
と
は
、
大
き
な
強
み
だ
。

　

そ
し
て
、
多
様
な
現
場
で
効
率
よ
く
作
業
す
る
た

め
に
、
積
極
的
に
新
し
い
設
備
を
導
入
し
て
い
る
。

　

今
年
度
に
購
入
し
た
４
ト
ン
、
８
ト
ン
の
脱
着
式
コ

ン
テ
ナ
専
用
車
は
、
車
の
ア
ー
ム
で
コ
ン
テ
ナ
を
上
げ

下
ろ
し
で
き
る
。
現
場
で
コ
ン
テ
ナ
ご
と
に
分
別
す

れ
ば
、
の
ち
の
作
業
が
楽
に
な
る
。
ま
た
、
着
脱
で

き
な
い
コ
ン
テ
ナ
車
と
比
べ
て
、
低
い
位
置
に
コ
ン
テ

ナ
を
固
定
で
き
る
た
め
、
資
材
の
出
し
入
れ
が
、
よ
り

簡
単
で
安
全
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
重
機
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
で
あ
る
、
０
．７

㎥
ク
ラ
ス
２
２
０
V
電
磁
石
付
き
小
割
圧
砕
機
と
鉄

骨
造
解
体
時
に
使
用
す
る
ク
ロ
ス
カ
ッ
タ
ー
も
導
入
す

る
。
中
間
処
理
施
設
で
処
理
す
る
廃
材
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
鉄
筋
な
ど
が
混
ざ
っ
て
い
る
た
め
、
重
機
で

砕
い
て
鉄
筋
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
。
導
入
し
た

小
割
り
機
は
、
従
来
の
も
の
よ
り
パ
ワ
ー
が
あ
り
、

電
磁
石
に
よ
り
鉄
筋
を
残
さ
ず
除
去
で
き
る
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
で
さ
ら
に
細
か
く
砕
き
、

ふ
る
い
機
を
使
用
し
て
粒
の
大
き
さ
を
調
整
し
て
、

主
に
公
共
工
事
の
資
材
と
し
て
販
売
す
る
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
河
本
健
治
さ
ん
は
「
効
率
化

を
進
め
れ
ば
、
処
理
量
が
増
え
、
少
し
で
も
早
く
現

場
の
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
期
待
す
る
。

重
機
も
徐
々
に
増
え
、
現
在
で
は
車
両
と
合
わ
せ
て
、

40
台
以
上
に
も
な
っ
た
。

商
工
会
を
活
用
し
、
活
躍
の
場
を
広
げ
る

　

設
備
の
導
入
で
頼
り
に
な
る
の
が
商
工
会
だ
。
河

本
さ
ん
が
住
む
三
朝
町
の
商
工
会
と
は
、
長
い
付
き

合
い
に
な
る
。
「
相
談
に
行
く
と
、
前
向
き
な
姿
勢

で
手
伝
っ
て
く
れ
る
」
と
河
本
さ
ん
。
補
助
金
や
制

度
の
こ
と
な
ど
、
ネ
ッ
ト
で
見
か
け
た
り
、
う
わ
さ
に

聞
い
た
こ
と
も
、
調
べ
て
具
体
的
に
情
報
を
も
ら
え

る
こ
と
が
嬉
し
い
。

　

河
本
建
設
は
、
社
員
の
資
格
取
得
を
後
押
し
し
、

費
用
を
支
援
し
て
い
る
。
重
機
や
大
型
車
の
免
許
、

経
理
関
連
の
資
格
な
ど
、
続
々
と
合
格
者
が
出
て
い

る
。
河
本
さ
ん
は
「
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ

ん
、
社
と
し
て
も
出
来
る
こ
と
が
増
え
る
」。

　

県
内
で
も
増
え
る
空
き
家
問
題
で
、
解
体
依
頼
も

増
加
中
。
「
家
屋
解
体
」
と
書
い
た
印
象
的
な
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
作
り
、
本
社
近
く
の
看
板
や
倉
吉
市
が
制

作
し
た
冊
子
な
ど
に
掲
載
し
て
い
る
。
技
術
力
に
加

え
、
新
し
い
設
備
と
経
験
を
武
器
に
、
さ
ら
に
活
躍

の
場
が
広
が
り
そ
う
だ
。

vol.31

中間処理施設には多くの重機が並ぶ

看板の前に立つ河本社長着脱式コンテナで効率化

　経営支援専門員の声

中部商工会産業支援センター
青木　幹恵

　創業以来、地域の暮らしと産業を支え続ける河
本建設は解体工事から建築・土木、不動産、産業
廃棄物処理まで幅広く事業を展開し、地域課題の
解決に貢献されています。社員の資格取得支援や
積極的な設備投資にも取り組まれ、技術力と対応
力の向上を追求する姿勢が印象的です。商工会も
各種制度活用や経営力向上の支援を通じて、今後
のさらなる発展を支援してまいります。



人への人への  投資投資  が企業のが企業の  未来未来  をつくります！をつくります！
今こそ活用したい実践型の人材育成「在籍型出向によるスキルアップ」

◆◇産業雇用安定助成金（スキルアップ支援コース）で出向中の賃金の一部を助成◆◇

◆ こんな悩み、ありませんか？
　  採用したくても、人が集まらない せっかく育てた社員が辞めてしまう若手を育てたいが、経験を積ませる場がない
◆ そんな悩みを解決するための選択
　   　　在籍型出向によるスキルアップ（社員を自社に在籍させたまま、一定期間、他社で働いてもらうことで社員を育てる制度）
◆ 今、なぜ出向によるスキルアップが必要なのか？
　 　　人材不足が深刻化している    　　採用だけに頼らず、社員の育成にも投資することが、人材の確保に繋がる

　 　　座学やオンライン研修だけでは人は育たない    　　他社での実戦による経験が、研修では学べないスキルの習得に繋がる

　 　　社員は自分の成長を実感できる会社に残る    　　成長できる制度があることが社員のモチベーションを高め、離職率の低下に繋がる

◆ 出向の目的
　 　　(A) 事業展開を見据えた出向    　　新市場進出、新商品開発。ＩＴ化、ＤＸの推進による業務効率化等を図るため

　 　　(B) 社員個人のスキルアップのための出向    　　管理職やプロジェクトリーダー等の養成のため

◆ 実践例（Ａ）
製　造　業     製　造　業

３D の金属加工部品製造のスキルの習得による事業拡大（２D から３D へ）

◆ 実践例（Ｂ）
サービス業     宿泊業

質の高い接客スキル等を習得したいとの要望に対応した幹部候補社員の育成

◆ 産業雇用安定助成金（スキルアップ支援コース）とは
　労働者のスキルアップを目的とする在籍型出向を実施した出向元事業主及び出向先事業主が負担する出向中の賃金の一部を助成

＜助成内容＞（企業グループ内出向は対象外）

区　分 中小企業 中小企業以外
助成率 ２／３ １／２

助成額 以下の額に助成率をかけた額（最長１年まで）
・�出向労働者の出向中の賃金（※１）のうち出向元及び出向先が負担する額

上限額 ８，８７０円（※２）／１人 1 日あたり
（１事業所 1 年度あたり１，０００万円まで）

※１　出向中の労働者の賃金≧出向前の労働者の賃金
※２　雇用保険の基本手当日額の最高額 ( 令和７年８月１日時点 )　毎年８月に改正

＜主な助成要件＞（※部分出向も対象：（例）月の半分以上出向先で勤務する場合）

 ・労働者のスキルアップを目的として行われる出向
 ・出向開始６か月前から事業主都合で解雇等していない

 ・出向の受け入れに際して、事業主都合で解雇等していない
 ・雇用量が一定以上減少していない

 ・出向復帰後６か月間の各月の賃金を５％以上上昇させる
 ・常用労働者で雇用保険に６か月以上加入している

 ・出向期間は１か月以上２年以内（助成金は１年間が上限）
 ・出向期間終了後に出向元企業に復帰すること

出 向 元

出 向 先

労 働 者

出向期間

注）助成金対象外業務
（労働者派遣事業における適用除外業務）
　・港湾運送業務　・建設業務　・警備業務 ・病院等における医療関係の業務

◇お問合せ先◇
　鳥取労働局　職業対策課　TEL:0857-29-1708
　鳥取労働局のＨＰにも掲載していますので、ご覧ください。

令和８年４月～
出向先事業主も

助成対象に
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壮
青
年
部

令
和
８
年
度

　
鳥
取
県
商
工
会
壮
青
年
部

　
　
　
　
　
　
通
常
総
会

　

４
月
21
日
（
火
）、
湯
梨
浜
町
商
工
会

2
階
会
議
室
に
て
、
令
和
８
年
度 

鳥
取

県
商
工
会
壮
青
年
部
の
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

総
会
冒
頭
に
、
鳥
越
部
長
よ
り
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
部
員
増
強
に
努
め
、

組
織
力
強
化
を
進
め
て
い
く
」
と
部
員
に

協
力
を
求
め
ま
し
た
。
続
い
て
、
県
連
合

会
の
馬
野
会
長
・
県
青
連
の
淀
瀬
会
長
か

ら
、
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
審
議
へ
と
移
り

ま
し
た
。

　

審
議
で
は
、筒
井
洋
平
氏
（
鳥
取
市
西
）

を
議
長
に
選
出
し
、
5
つ
の
議
題
に
つ
い

て
、
慎
重
審
議
を
行
い
、
無
事
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
後
は
倉
吉
市
内
に
会
場
を
移
し
、

部
員
同
士
で
、
事
業
等
に
つ
い
て
の
様
々

な
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

マ
ル
経
融
資
制
度
の
ご
案
内

　

小
規
模
事
業
者
の
皆
様
の
た
め
の

無
担
保
・
無
保
証
人
の
マ
ル
経
融
資

制
度
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
商

工
会
は
、
皆
さ
ま
の
経
営
・
資
金
繰

り
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

融
資
対
象

　

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
：
5
人
以
下
、
製
造
業
・
そ
の
他
：

20
人
以
下
の
事
業
者

ご
融
資
額

　

２
，０
０
０
万
円
以
内

お
使
い
み
ち

　

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資
金

ご
返
済
期
間

　

10
年
以
内（
う
ち
据
置
期
間
2
年
以
内
）

利
率
（
年
）

　

２
．６
０
パ
ー
セ
ン
ト

　
（
令
和
８
年
６
月
１
日
現
在
）

融
資
機
関

　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　
「
マ
ル
経
融
資
」
な
ど
の
金
融
や
経
営

に
関
す
る
ご
相
談
は
お
気
軽
に
最
寄
り
の

商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

通常総会にて挨拶する鳥越部長
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厚
生
労
働
省
で
は
、
本
年
７
月
31
日
現
在

で
、
常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
を
対
象
に
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特

別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
～
４
人
を
雇
用
し
て
い

る
小
規
模
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時

間
及
び
労
働
者
数
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
調
査
結

果
は
、
小
規
模
事
業
所
の
実
態
を
示
す
資
料

と
し
て
最
低
賃
金
の
改
定
審
議
等
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
6
月
下

旬
か
ら
8
月
に
か
け
て
県
の
統
計
調
査
員
が

訪
問
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
郵
送

又
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
調
査
を
お
願
い
す
る
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
内
容
は
、「
統
計
法
」

に
よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、 

統
計
以
外
の
目
的
に
用
い
る
こ
と
も
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、 

調
査

の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、 

調
査
に
ご

回
答
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省

鳥
取
県　
　

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
に
つ
い
て

（
お
願
い
）



商工会員募集！

になります。

新入会員紹介

鳥取県商工会だより R8 年 7 月号  8

東部センター管内
●鳥取市東商工会
　◦�株式会社 桜宮（建設業） 

田中　弘樹
　◦�株式会社 Rejoice（解体工事業） 

足立　文男
●岩美町商工会
　◦�藤原工業（建設業） 

藤原　明広
●八頭町商工会
　◦�下山鈑金塗装合同会社 

（自動車鈑金塗装業） 
下山　　孝

　◦ �ARK　NEXT　株式会社（建設業） 
福田　弘之

●鳥取市南商工会
　◦�こひなたのデント（自動車整備業） 

小日向　亮祐
　◦�西田建材（一般貨物自動車運送事業） 

西田　　純

中部センター管内
●湯梨浜町商工会
　◦�岡本左官（左官工事業） 

岡本　和久
　◦�腸もみ体質改善サロン Roots. 

（リラクゼーション業（腸もみサロン）） 
磯江　香那

●三朝町商工会
　◦ �Frale（サービス業） 

植田　誠司
●北栄町商工会
　◦�森本珠算教室（学習塾） 

森本　典子
　◦ �Cas chleba（食品製造小売） 

岩間　弥生
　◦�ヘルスルーム虹（整体業） 

柴山　直美
●琴浦町商工会
　◦�合同会社りんごの樹（福祉タクシー） 

三村　明史
　◦�原事務所（土地家屋調査士） 

原　祥二郎
　◦�椿の森カフェ（飲食業） 

知久馬　志穂

　◦�空師　佐藤（造園工事業） 
佐藤　俊彦

　◦�空師　大川（造園工事業） 
大川　富由

　◦�リバイブレイト合同会社 
（動画映像制作 / 料理品小売業） 
佐伯　征彦

西部センター管内
●大山町商工会
　◦�永建（EIKEN）（建築板金業） 

永塚　博己
　◦ �Cape Light（web 制作業） 

猪原　啓央
●日野町商工会
　◦�株式会社 UKconnect 

（教育サービス業） 
請川　雄哉

　◦ �Common Root（製造業） 
池岡　瑠満子

（敬称略）

わたしには夢
がある。

わたしには夢
がある。

ぜひぜひ商工会商工会をを
使って使ってください！ください！

商工会は経営に関する支援
 を行っています。
　★起業したい！　★「働き方改革」を進めたい！
　★事業承継の準備を進めたい！
　★販路を広げたい！
　★とにかくこの状況を改善したい！
　★経営を向上させたい！　などお考えの方…
　　　●法律相談　　　　　　　　●施策の普及
　　　●経営上必要な資金調達　　●労働保険事務代行
　　　●経営診断など　　　　　　●経理の効率化
　　　　もお受けします。　　　　●貯蓄共済
　　　　　　　　　　　 　　　　 ●福祉共済
　　　　　　　　　　 　　　　　 ●�自動車共済など�

各種共済も�
取り扱っています。

そ
の
ほ
か

　

育
児
や
仕
事
に
追
わ
れ
る
方
が
「
ほ
っ
と
一
息
つ

け
る
時
間
を
届
け
た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
西
郷

地
区
に
焼
き
菓
子
の
店
を
開
業
し
ま
し
た
。

　

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
事

業
計
画
書
の
作
成
や
セ
ミ
ナ
ー
、
補
助
金
の
活
用
な

ど
の
経
営
の
基
盤
作
り
に
向
け
て
親
身
に
な
っ
て
相

談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
る
商
工
会
の
存
在
は
と
て
も
心

強
く
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

店
頭
で
は
、
こ
だ
わ
り
の
焼
き
た
て
焼
菓
子
の
ほ

か
、
鳥
取
弁
で「
休
憩
す
る
」と
い
う
意
味
の「
た
ば

こ
す
る
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
鳥
取
方
言
ク
ッ
キ
ー

な
ど
、
地
域
ら
し
さ
と
遊
び
心
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
お
菓
子
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
ひ
と
口
食
べ
て
「
ふ
ぅ
」
と
肩
の
力
が

抜
け
る
よ
う
な
優
し
い
時
間

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
心
を
込
め
て
お
菓
子

を
焼
い
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

入会企業の声

発
行
人
／
鳥
取
県
商
工
会
連
合
会

〒
６
８
０-

０
９
４
２　
鳥
取
市
湖
山
町
東
４
丁
目
１
０
０
番
地

☎
０
８
５
７
（
３
１
）
５
５
５
５

事業所データ

焼菓子とヒトイキｈｕｕ
住　　所：�鳥取市河原町 

牛戸 323-1
営 業 日：�Instagram を

チェック♪
営業時間：10：30～15：30

焼菓子とヒトイキｈuu
代表者　坂本美和さん
（鳥取市南商工会）

焼
き
た
て
菓
子
で
、
ほ
っ
と
一
息

Instagram


